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２か月に 1 回発行 

◆◆臨時号外「市民活動ポスター展・謎解きクイズ・ウィンターフェスタ」の記事をお届けします。◆◆ 

写真の説明は裏面 
子どもたちの写真はバックショットです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表写真 index】 

開催 

あいさつ 

深谷児童センター 

よさこいパフォーマンス 

深谷児童センター 

創作ダンス 

くろがねバンド 

ポスター展 

入賞団体表彰式 

精琴会 

ポスター展・謎解きクイズ 

団体 

プレゼン 

団体 

プレゼン 

◆市民活動ポスター展・謎解きクイズ 

 ウィンターフェスタ先行イベントとして、1月 29日

（月）から 2月 10日（土）まで市民活動ポスター展と

謎解きクイズがメディアライヴ 2F第 2会議室で開催さ

れました（最終日はウィンターフェスタ会場にて）。 

来場者は約 200人。昨年と同様に、推し団体 2つへ投

票してもらい、また市民活動団体が展示会場に駐在する

ことで来場者と交流することができました、謎解きクイ

ズも反響があり、リピーターの方もみえました。WEB

投票も実施しました。 

 ◆市民活動ポスター展入賞団体 

1位 桑名歴史案内人の会 

2位 コミュニティハウス縁 

3位 環境学習サークルみえ 

4位 精琴会（琴伝流大正琴） 

5位 桑名の千羽鶴を広める会 

入賞 3位の団体に助成金を進呈しました。原資は市民

活動センター内の「コーヒー募金」です。 

皆さんが利用された 1杯が市民活動の応援につながり 

ます。※入賞 5団体のポスターはメディアライヴ 2F 

第 1会議室横に展示しています。 

◆市民活動ウィンターフェスタ「カルチャーアンドスポーツ withチャリティー」 

 ウィンターフェスタのオープニングは深谷児童センターの創作ダンスのパフォーマンスでスタートしました。 

今回のフェスタのテーマはカルチャーアンドスポーツでした。市民活動団体がブースを構えて来訪の方と交流を 

する形式ではなく、立体的に動きのあるフェスタにしました。演奏パフォーマンス、健康づくりガイダンス、課題 

ドラフトの 3本立てを予定していたところ、感染症の罹患などですべての開催はできませんでしたが、たくさんの

方と交流ができ、とてもにぎやかなフェスタになりました。プレゼンに参加できなかった団体には、次回に機会

を持っていただくことにします。恒例となったポスター展入賞の表彰式も盛り上がりました、あわせて会場には

「能登半島災害支援」の募金箱も設置しました。 

 

※子どもたちの写真はバックショットです。 

◆市民活動課題ドラフト 

社会全体にいえることですが、さまざまな分野で人財不足が顕著になってきました。地域に対する関心の低下、

市民活動への参加者の減少、構成員の高齢化と共同意識の希薄化です。このままでは市民活動の担い手が不足して

社会問題・地域課題の解決が難しくなります。もはや現状において、それは起きています。 

 

 そこで私たちは「課題を解決する市民活動団体の課題」として登録市民活動団体にアンケートを実施し、団体の

抱える課題を市民の方に知ってもらい、団体間で共有することを進めていくことに決めました。 

ドラフトの意味は「募って選ぶ」です。団体間で課題や困りごとを共有することで、分野を越えた異業種の市民活

動団体間で互いに協力し合えないかという、新しい試みの機会をウィンターフェスタの団体プレゼンの中にプログ

ラムしました。 

プレゼンには、NPO法人ネットワークくわっこ 代表 堀内千春さん、桑名の千羽鶴を広める会 代表 長坂喜代美さ

んに登壇していただき、団体の課題をプレゼンしていただきました。堀内さんからは「メンバーの高齢化、役員の

引受け手の不在、運営の人材不足」、長坂さんからは「メンバーの高齢化、習得技術の難しさ、入会へのハード

ル」があげられました。他の団体からのアンケート回答の中でも、「メンバー不足」と「高齢化」は顕著でした。 

 

 解決の模索として、堀内さんからは「市民活動に参加する年齢にこだわらない。どなたでも参加してもらいた

い」、長坂さんからは「困りごとに対して自団体ではこんな工夫をしている、他の団体はこんなことをやっているな

ど教えてほしい」（抜粋要約）といった発表がありました。大切なことは、市民活動に取り組む人たちの活動を地域

全体で理解してもらうことと、困っているのは自分たちの市民活動団体だけではないこと。それを知ってほしいで

す。市民活動団体は課題を解決することが主な活動です、しかし、その市民活動団体も課題を抱えています。 

 

これからも一層、若い世代だけでなく多世代が市民活動に自主的に参加できるように、創意工夫で積極的に情報

の発信に努めていきます。 

「市民活動課題ドラフト」は後日、桑名市市民活動センターホームページでも公開予定です。 

 
NPO活動ニュース 次号より リニューアル予定？ 


